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(57)【要約】
【課題】隔壁に形成された開口部をシート部材で封止し
て出荷される現像装置でシート部材の自動巻き取りを行
わせた際に、モータの過負荷を招かないで済む現像装置
を提供する。
【解決手段】現像容器１０１を仕切る仕切り壁１０３の
開口部１０７ａ、１０７ｂにそれぞれ封止シート５１ａ
、５１ｂが貼付されている。現像装置１００の初期立ち
上げ時、封止シート５１ａ、５１ｂは、撹拌スクリュー
１０４ｂの回転に伴って巻き取り軸６００に巻き上げて
除去される。このとき、逆搬送スクリュー１０４ｃは、
撹拌スクリュー１０４ｂの回転に伴って撹拌室１０１ｂ
の下流側に積み上がった現像剤を上流側へ搬送して現像
剤の圧力上昇を緩和し、撹拌スクリュー１０４ｂの駆動
モータの負荷トルクを軽減する。逆搬送スクリュー１０
４ｃは、開口部１０７ａ、１０７ｂを開放させて現像剤
の循環経路を形成した際の現像剤高さよりも高い位置に
配置されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を担持する像担持体と、
　トナーとキャリアを備えた現像剤を担持し、前記像担持体に形成される潜像を現像する
現像剤担持体と、
　前記現像剤担持体と対向する位置で前記現像剤担持体に現像剤を供給する現像室と、
　前記現像室の両端部で接続して現像剤を循環させる循環路を形成する撹拌室と、
　前記現像室に回転可能に設けられ、現像剤を搬送する第１搬送部材と、
　前記撹拌室に回転可能に設けられ、前記第１搬送部材の搬送方向と逆方向に現像剤を搬
送する第２搬送部材と、
　前記撹拌室から前記現像室へ現像剤を受け渡すための第１開口部と、
　前記現像室から前記撹拌室に現像剤を受け渡すための第２開口部と、
　前記現像室と前記撹拌室を区画する隔壁と、
　前記撹拌室に現像剤を封止すべく、前記第１開口部と前記第２開口部を開封可能にシー
ルするシール部と、
　駆動可能に設けられ、前記シール部を開封する開封機構と、
　前記シール部の開封動作中に前記第２搬送部材が駆動されるように制御する制御部と、
を備え、
　前記第１開口部が開封開始されるタイミングの方が、前記第２開口部が開封開始される
タイミングよりも早く構成されていることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第２開口部の開封開始タイミングよりも前記第２搬送部材の駆動開
始タイミングの方が前になるように制御することを特徴とする請求項１に記載の画像形成
装置。
【請求項３】
　前記開封機構は、前記現像剤担持体の回転軸線方向に沿って回転可能な回転軸を備え、
前記回転軸が駆動されることで前記シール部が前記回転軸に巻き取られることを特徴とす
る請求項１または２に記載の画像形成装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１室と第２室を仕切る仕切り壁の開口部をシート部材で封止して第２室に
現像剤を封入した状態で出荷される現像装置を搭載した画像形成装置に関し、詳しくは、
現像装置の初期立ち上げ時の駆動モータの負荷を軽減する構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現像装置又はプロセスカートリッジを交換可能に搭載し、像担持体に形成した静電像を
現像装置でトナー像に現像して、トナー像を記録材に転写する画像形成装置が広く用いら
れている（特許文献２）。画像形成装置や交換用の現像装置は、通常、現像装置で最初に
用いる初期現像剤を密封して窒素ガス等を充填し、外気に触れさせないようにした状態で
出荷される。高温高湿の外気に触れさせた状態で放置すると、現像剤が吸湿劣化して、初
期立ち上げ時に現像剤が所定の性能を発揮できなくなるからである。
【０００３】
　特許文献１には、画像形成装置に備えた駆動モータの出力がカプリングを介して現像装
置に接続され、入力回転を歯車列で複数に分配して、現像剤の搬送スクリューや現像スリ
ーブを一体に回転させる現像装置が示される。
【０００４】
　特許文献２には、初期現像剤を充填してシート部材でシールパックした現像剤容器を内
部に組み込んだ現像装置が示される。ここでは、現像装置を画像形成装置に搭載した後に
、手動で外からシート部材を引っ張って現像剤容器のシールパックを解除し、現像剤容器
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内の現像剤を現像装置内へ落下させて、初期現像剤を充填している。
【０００５】
　しかし、特許文献２のように、第１室と第２室を空状態で出荷して、最初の起動時に現
像剤容器から初期現像剤を充填する場合、現像装置内に現像剤容器を収納するための大き
なスペースが必要となる。このため、小型化された現像装置では十分な容量の現像剤容器
を収容できず、十分な容量の現像剤容器を収容すると画像形成装置の小型化の妨げになる
。
【０００６】
　そこで、特許文献３では、第１室と第２室を仕切る隔壁の両端の開口部をシート部材で
シールパックして第２室を密封状態とし、第２室に必要量の初期現像剤を封入した現像装
置が提案されている。この場合、第２室が初期現像剤の現像剤容器として機能するため、
十分な容量の初期現像剤を収容しても現像装置があまり大型化しないで済む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－７５３４６号公報
【特許文献２】特開２００２－２３６４１３号公報
【特許文献３】特開２００４－２５２１７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献３の現像装置の場合、画像形成装置を最初に運転する際や、現像装置を新品交
換した際は、画像形成の開始に先立たせて、シート部材を手動で外部から引っ張って現像
装置に初期現像剤を充填する必要がある。そこで、特許文献１に示されるように、カプリ
ングからの入力回転を歯車列で複数に分配して、その１つを用いて隔壁の開口部からシー
ト部材を引き剥がして自動除去することが提案された。
【０００９】
　ここで、特許文献３の構成は、特許文献２の構成に比較してシート部材の貼付面積が小
さいため、シート部材の引き剥がしトルクは小さくて済むと考えられた。しかし、実際に
特許文献３のように構成した現像装置でシート部材の自動巻き取りを行わせたところ、巻
き取りの途中で駆動モータのトルクが上昇して、駆動モータが過負荷になることが判明し
た。
【００１０】
　そこで、現像装置の外観の一部を透明にして運転状態を観察したところ、シート部材で
開口部を塞がれた第２室で第２搬送スクリューが回転し続けると、第２室の下流側で現像
剤が天井まで達していることが観察された。逃げ場の無い現像剤が、第２室の下流側に押
し込められて、現像剤の圧力が上昇して、搬送スクリューが過負荷になっていることが判
明した。
【００１１】
　本発明は、隔壁に形成された開口部をシート部材で封止して出荷される現像装置でシー
ト部材の自動巻き取りを行わせた際に、駆動モータの過負荷を招かないで済む現像装置を
提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の画像形成装置は、画像を担持する像担持体と、トナーとキャリアを備えた現像
剤を担持し、前記像担持体に形成される潜像を現像する現像剤担持体と、前記現像剤担持
体と対向する位置で前記現像剤担持体に現像剤を供給する現像室と、前記現像室の両端部
で接続して現像剤を循環させる循環路を形成する撹拌室と、前記現像室に回転可能に設け
られ、現像剤を搬送する第１搬送部材と、前記撹拌室に回転可能に設けられ、前記第１搬
送部材の搬送方向と逆方向に現像剤を搬送する第２搬送部材と、前記撹拌室から前記現像
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室へ現像剤を受け渡すための第１開口部と、前記現像室から前記撹拌室に現像剤を受け渡
すための第２開口部と、前記現像室と前記撹拌室を区画する隔壁と、前記撹拌室に現像剤
を封止すべく、前記第１開口部と前記第２開口部を開封可能にシールするシール部と、駆
動可能に設けられ、前記シール部を開封する開封機構と、前記シール部の開封動作中に前
記第２搬送部材が駆動されるように制御する制御部と、を備えるものである。そして、前
記第１開口部が開封開始されるタイミングの方が、前記第２開口部が開封開始されるタイ
ミングよりも早く構成されている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の画像形成装置では、現像装置の第１開口部が開封開始されるタイミングの方が
、第２開口部が開封開始されるタイミングよりも早く構成されている。
【００１４】
　従って、隔壁に形成された開口部をシート部材で封止して出荷される現像装置で、シー
ト部材の自動巻き取りを行わせた際に、モータの過負荷を招かないで済む。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】画像形成装置の構成の説明図である。
【図２】現像装置の断面構成の説明図である。
【図３】現像装置の平面構成の説明図である。
【図４】現像装置を上からみた平面構成の説明図である。
【図５】現像装置の初期現像剤の封止構造の説明図である。
【図６】ギア列の説明図である。
【図７】初期立ち上げ制御のフローチャートである。
【図８】初期立ち上げ工程における駆動モータの負荷トルクの線図である。
【図９】封止シートの開き始めの説明図である。
【図１０】現像剤の循環状態の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。本発明は、第２搬送スクリ
ューとは搬送方向が逆向きの搬送スクリューが第２室に追加配置されている限りにおいて
、実施形態の構成の一部または全部を、その代替的な構成で置き換えた別の実施形態でも
実施できる。
【００１７】
　本発明の現像装置は、タンデム型／１ドラム型、中間転写型／直接転写型の画像形成装
置において、区別無く実施できる。本発明は、必要な機器、装備、筐体構造を加えて、プ
リンタ、各種印刷機、複写機、ＦＡＸ、複合機等、種々の用途の画像形成装置で実施でき
る。
【００１８】
　なお、特許文献１～３に示される現像装置の一般的な事項については、図示を省略して
重複する説明を省略する。
【００１９】
　＜画像形成装置＞
　図１は画像形成装置の構成の説明図である。図１に示すように、画像形成装置２００は
、中間転写ベルト７に沿ってイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの画像形成部Ｓａ、
Ｓｂ、Ｓｃ、Ｓｄを交換可能に搭載して配列したタンデム型中間転写方式のフルカラープ
リンタである。
【００２０】
　画像形成部Ｓａでは、感光ドラム１ａにイエロートナー像が形成されて中間転写ベルト
７に転写される。画像形成部Ｓｂでは、感光ドラム１ｂにマゼンタトナー像が形成されて
中間転写ベルト７に転写される。画像形成部Ｓｃ、Ｓｄでは、それぞれ感光ドラム１ｃ、
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１ｄにシアントナー像、ブラックトナー像が形成されて中間転写ベルト７に転写される。
【００２１】
　中間転写ベルト７は、一次転写ローラ５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄ、対向ローラ８、テンシ
ョンローラ１７、及び張架ローラ１８に掛け渡され、駆動ローラを兼ねる対向ローラ８に
駆動されて矢印Ｒ７方向に回転する。中間転写ベルト７に転写された四色のトナー像は、
二次転写部Ｔ２へ搬送され、記録材カセット１０から取り出して二次転写部Ｔ２へ搬送さ
れた記録材Ｐへ二次転写される。記録材Ｐは、給紙ローラ、搬送ローラ、レジストローラ
等を有する給搬送装置（いずれも不図示）によって、二次転写部Ｔ２に供給される。
【００２２】
　二次転写部Ｔ２でトナー像を転写された記録材Ｐは、定着ローラ１４に加圧ローラ１５
を圧接させた定着装置１３で加熱加圧を受けて、表面にトナー像を定着された後に機体外
部へ排出される。
【００２３】
　画像形成部Ｓａ、Ｓｂ、Ｓｃ、Ｓｄは、現像装置１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１０
０ｄで用いるトナーの色が異なる以外は、ほぼ同一に構成される。以下では、画像形成部
Ｓａについて説明し、画像形成部Ｓｂ、Ｓｃ、Ｓｄについては、画像形成部Ｓａの構成部
材に付した符号末尾のａをｂ、ｃ、ｄに読み替えて説明されるものとする。
【００２４】
　画像形成部Ｓａは、感光ドラム１ａの周囲に、帯電ローラ２ａ、露光装置３ａ、現像装
置１００ａ、一次転写ローラ５ａ、補助帯電ローラ６ａを配置している。
【００２５】
　感光ドラム１ａは、アルミニウムシリンダの外周面に負極性の帯電極性を持たせた感光
層が形成され、所定のプロセススピードで矢印Ｒ１方向に回転する。帯電ローラ２ａは、
感光ドラム１ａの表面を一様な負極性の電位に帯電させる。露光装置３ａは、レーザービ
ームを回転ミラーで走査して、帯電した感光ドラム１ａの表面に画像の静電像を書き込む
。現像装置１００ａは、トナー及びキャリアにより構成される二成分現像剤を用いて、感
光ドラム１ａに形成された静電像を現像して、感光ドラム１ａにトナー像を形成する。
【００２６】
　一次転写ローラ５ａは、中間転写ベルト７の内側面を押圧して、感光ドラム１ａと中間
転写ベルト７との間に一次転写部Ｔ１を形成する。一次転写ローラ５ａに正極性の直流電
圧を印加することによって、感光ドラム１ａに担持された負極性のトナー像が中間転写ベ
ルト７へ一次転写される。補助帯電ローラ６ａは、記録材Ｐへの転写を逃れて感光ドラム
１ａに残った転写残トナーを負極性に帯電させて、現像装置１００ａによる次回の現像に
関与させる。
【００２７】
　中間転写ベルト７のテンションローラ１７に対応する位置には、中間転写ベルト７に付
着した転写残トナーを除去するために、ベルトクリーナ１１が当接されている。
【００２８】
　＜現像装置＞
　図２は現像装置の断面構成の説明図である。図３は現像装置の平面構成の説明図である
。以下では、画像形成部に交換可能に搭載された現像装置を、画像形成部の区別を表す記
号末尾のａ、ｂ、ｃ、ｄを省略して説明する。
【００２９】
　図２に示すように、現像装置１００は、現像剤担持体の一例である現像スリーブ１０２
にトナーとキャリアを含む現像剤を担持させて感光ドラム１の静電像（潜像）を現像する
。現像スリーブ１０２は、現像容器１０１の感光ドラム１に対向する開口部に回転可能に
配置されている。現像スリーブ１０２と感光ドラム１とが対向する現像領域の回転方向上
流に層厚規制ブレード１２１が配置されて、現像スリーブ１０２に担持される現像剤の厚
さを規制している。
【００３０】
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　現像容器１０１内は、垂直に設けた仕切り壁（隔壁）１０３によって現像室１０１ａと
撹拌室１０１ｂとに仕切られ（区画され）ている。現像室１０１ａ及び撹拌室１０１ｂ内
（循環路）には非磁性のトナーと磁性キャリアと少量の外添剤が混合された二成分現像剤
が収容される。
【００３１】
　現像スリーブ１０２の内側には、表面に複数の磁極を配置して非回転に支持されたマグ
ネット１０２ｍが配置される。現像剤は、磁性体のキャリアがマグネット１０２ｍの磁極
間に形成された磁束に拘束されて現像スリーブ１０２の表面に担持され、正極性に帯電し
たキャリアの表面に負極性に帯電したトナーが静電気的に拘束されて磁気ブラシを形成し
ている。電源５２は、負極性の直流電圧に交流電圧を重畳した振動電圧を印加して、負極
性に帯電して磁気ブラシに担持されたトナーを感光ドラム１の静電像へ移転させる。
【００３２】
　図３に示すように、現像容器１０１は、仕切り壁１０３によって平行な２つの空間に仕
切られる。撹拌室１０１ｂ及び現像室１０１ａは、二成分現像剤を収容可能及び搬送可能
に構成されている。現像装置１００は、撹拌スクリュー１０４ｂ（第２搬送部材）を内部
に有する撹拌室１０１ｂ、現像スクリュー１０４ａ（第１搬送部材）を内部に有する現像
室１０１ａ、及び、現像室１０１ａの近傍に配置される現像スリーブ１０２を備える。
【００３３】
　仕切り壁１０３の両端部に形成された開口部１０７ａ、１０７ｂによって、撹拌室１０
１ｂと現像室１０１ａが連通して、現像剤の循環経路を形成する。撹拌室１０１ｂから現
像室１０１ａへの現像剤の受け渡しは、開口部１０７ａを通じて行われ、現像室１０１ａ
から撹拌室１０１ｂへの現像剤の受け渡しは、開口部１０７ｂを通じて行われる。
【００３４】
　このように構成された循環経路を、現像剤が撹拌を受けつつ循環する過程で、トナー粒
子とキャリア粒子が摩擦して、トナーが負極性、キャリアが正極性に帯電する。現像剤は
、撹拌室１０１ｂの内部で撹拌スクリュー１０４ｂで撹拌しつつ下流側へ搬送された後に
、仕切り壁１０３の無い開口部１０７ａを通過して現像室１０１ａに流入する。そして、
現像剤は、現像室１０１ａの内部で、現像スクリュー１０４ａによって下流側へ搬送され
る過程で現像スリーブ１０２に担持される。
【００３５】
　第１室の一例である現像室１０１ａの内部には、第１搬送スクリューの一例である現像
スクリュー１０４ａが回転自在に取り付けられる。現像スクリュー１０４ａが回転すると
、二成分現像剤は、矢印Ｂに示すように、現像室１０１ａの上流側から下流側に向かって
搬送される。
【００３６】
　第２室の一例である撹拌室１０１ｂの内部には、第２搬送スクリューの一例である撹拌
スクリュー１０４ｂが回転自在に取り付けられる。第２撹拌スクリュー１０４ｂが回転す
ると、二成分現像剤は、矢印Ａに示すように、撹拌室１０１ｂの上流側から下流側に向か
って搬送される。
【００３７】
　撹拌室１０１ｂの上流側上方には、トナー補給機構１０５が配置されている（図５の（
ｂ）を参照）。不図示のトナーボトルに収容されたトナーは、不図示のトナー搬送経路を
通じて、トナー補給機構１０５まで搬送され、トナー補給口１０６を通過して撹拌室１０
１ｂ内に落下補給される。現像装置１００では、初期現像剤と同一種のトナーを補給用ト
ナーとして用いている。
【００３８】
　ここで、二成分現像剤のトナー帯電量Ｑ／Ｍは、現像された画像濃度を決定する重要な
パラメータである。そして、二成分現像剤中に含まれるトナーの重量比（トナー濃度Ｔ／
Ｄ）とトナー帯電量Ｑ／Ｍには相関関係がある。
【００３９】
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　トナーは、キャリアとの接触摩擦により帯電することから、トナーは、キャリアとの接
触機会が多くなるほど、トナー帯電量Ｑ／Ｍが大きくなる。このため、二成分現像剤は、
トナー濃度Ｔ／Ｄが小さいほど、トナー帯電量Ｑ／Ｍが大きくなって、等しい静電像を現
像した際の画像濃度が低下する。このため、現像室１０１ａと撹拌室１０１ｂを循環する
現像剤のトナー濃度Ｔ／Ｄは、不図示の透磁率センサを用いて常時検知される。そして、
トナー濃度Ｔ／Ｄがほぼ一定になるように、トナー補給機構１０５からのトナー補給量を
調整される。
【００４０】
　ところで、特開２００１－２４９５４４号公報に示されるように、二成分現像剤では、
トナー及びキャリアが予め所定のトナー濃度Ｔ／Ｄで混合され、現像剤容器に封入されて
いる。トナー及びキャリアが混合された後に、高温高湿環境で長時間に渡って放置される
と、現像装置１００の立ち上げ動作開始時の二成分現像剤中に含まれるトナー帯電量Ｑ／
Ｍは所望の値よりも低くなる。
【００４１】
　こうした場合、現像装置１００の立ち上げ動作として、トナー帯電量Ｑ／Ｍが適正な値
になるまで、現像スクリュー１０４ａ及び撹拌スクリュー１０４ｂによって現像剤を撹拌
循環させる方法がある。しかし、現像剤を撹拌循環させ続けると、現像剤が劣化して、流
動性が低下したり、帯電性能が回復しなかったりする場合がある。
【００４２】
　このため、現像装置１００の初期立ち上げ時においても、現像剤を撹拌循環させる時間
は短いほど好ましい。そこで、現像装置とは別容器に密封状態で格納した初期現像剤を現
像装置へ供給する方式や、現像装置内に初期現像剤を密封状態で格納しておく方式が採用
されている。
【００４３】
　ここで、初期現像剤を別容器から補給する方式は、現像剤の投入時に現像剤が飛散して
周囲を汚すことが問題となっている。初期現像剤を入れる作業時間のロス、ユーザー操作
性、作業に熟練を要することにも問題が多い。また、現像剤が内蔵された現像装置を運搬
する際にも、現像剤の溢れや漏れ出しが問題となる。
【００４４】
　そのため、現像装置内に初期現像剤を密封状態で格納しておく方式が主流となりつつあ
る（特許文献１、２）。また、現像装置内に現像剤を封止する構成の１つとして、特許文
献３（特開２００４－２５２１７４号公報）では、仕切り壁の開口部をシール部材で封止
して、初期現像剤を撹拌室に密封保存する構成が提案されている。
【００４５】
　＜初期現像剤の封止構造＞
　図４は現像装置を上からみた平面構成の説明図である。図５は現像装置の初期現像剤の
封止構造の説明図である。図５中、（ａ）は図４のＥ－Ｅ方向からみた垂直断面、（ｂ）
は図５のＦ－Ｆ方向から見た垂直断面である。
【００４６】
　図４に示すように、現像装置１００、駆動モータ５３、電源５２、制御部５０、操作パ
ネル５６の関係がブロック図を用いて示される。また、現像装置１００は、現像容器１０
１を仕切る仕切り壁１０３の開口部１０７ａに封止部材の一例である封止シート５１ａが
貼付され、開口部１０７ｂに封止部材の一例である封止シート５１ｂが貼付されている。
こうした構成により、出荷時の現像装置１００は、初期現像剤が撹拌室１０１ｂのみに密
封状態で充填され、このとき、現像室１０１ａの内部には、現像剤はキャリア、トナーと
もに存在しない。
【００４７】
　図５の（ａ）に示すように、封止部材の一例である封止シート５１ａ、５１ｂは、開口
部１０７ａ、１０７ｂに引き剥がし可能（開封可能）に貼付されたシート部材である。封
止シート５１ａは、第２搬送スクリュー搬送方向下流側の開口部１０７ａに貼付され、封
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止シート５１ｂは、第２搬送スクリュー搬送方向上流側の開口部１０７ｂに貼付されてい
る。
【００４８】
　封止シート５１ａは、開口部１０７ａを封止しつつ下端側から上方へ折り返して先端を
共通の巻き取り軸６００に固定してある。封止シート５１ｂもまた、同様に、開口部１０
７ｂを封止しつつ下端側から上方へ折り返して先端を共通の巻き取り軸６００に固定して
ある。
【００４９】
　封止部材移動機構（開封機構）の一例である巻き取り軸（現像スリーブの回転軸線方向
に沿った回転可能な回転軸）６００は、撹拌スクリュー１０４ｂの回転に伴って、封止シ
ート５１ａ、５１ｂを移動（駆動可能）して、開口部１０７ａ、１０７ｂを開放させる。
巻き取り軸６００は、ユーザーの作業に頼ることなく、現像装置１００の封止シート５１
ａ、５１ｂを開口部１０７ａ、１０７ｂから自動的に引き剥がして、現像装置１００を運
転可能な状態に立ち上げる。
【００５０】
　巻き取り軸６００は、封止シート５１ａ、５１ｂの引き剥がし開始時期をずらせるとと
もに、引き剥がし終了時期とも相互に重ならないように封止シート５１ａ、５１ｂの引き
剥がしを実行する。そして、開口部１０７ａに貼付された封止シート５１ａの引き剥がし
開始時期は、開口部１０７ｂに貼付された封止シート５１ｂの引き剥がし開始時期よりも
早く設定されている。すなわち、封止シート５１ｂの下端側の貼付位置から共通の巻き取
り軸６００に取り付けられるまでの長さは、封止シート５１ａの折り返してから巻き取り
軸６００に取り付けられるまでの長さよりも長く設定されている。
【００５１】
　＜巻き取り軸の駆動機構＞
　図６はギア列の説明図である。図４を参照して図６に示すように、現像装置１００は、
現像スリーブ１０２が軸方向へ着脱自在なカプリング５４を介して画像形成装置２００の
本体側に設置された駆動モータ５３に接続される。駆動モータ５３は、制御部５０の指示
により制御されて現像スリーブ１０２を回転駆動する。
【００５２】
　現像スリーブ１０２の回転は、駆動モータ５３が接続された反対側のギア列１６０によ
って分配され、撹拌スクリュー１０４ｂ、現像スクリュー１０４ａ、巻き取り軸６００、
及び逆搬送スクリュー１０４ｃを一体に回転させる。現像スリーブ１０２、現像スクリュ
ー１０４ａ、撹拌スクリュー１０４ｂ、巻き取り軸６００、及び逆搬送スクリュー１０４
ｃは、ギア列１６０によって一体に連結されている。現像スリーブ１０２が回転すると、
中心のギア１５１が回転する。ギア１５１に噛み合うギア１５０は現像スクリュー１０４
ａを回転させる。ギア１５１に噛み合うギア１５２は撹拌スクリュー１０４ｂを回転させ
る。
【００５３】
　ギア１５１、１５３、１５６の噛み合いを経て、逆搬送スクリュー１０４ｃが回転する
。ギア１５１、１５３、１５７、１５４、１５５の噛み合いを経て、巻き取り軸６００が
回転する。巻き取り軸６００が封止シート５１ａ、５１ｂを引き剥がす際に必要なトルク
を確保できるように、ギア１５４、１５５は、ウォームギアを用いて大きく減速する構成
となっている。
【００５４】
　これにより、現像スリーブ１０２は２５０ｒｐｍ、現像スクリュー１０４ａは３００ｒ
ｐｍ、撹拌スクリュー１０４ｂは４００ｒｐｍにてそれぞれ回転する。現像剤の帯電性能
を高めるために、撹拌スクリュー１０４ｂの撹拌力は、現像スクリュー１０４ａの撹拌力
に比べて大きく設定されているからである。そして、逆搬送スクリュー１０４ｃは３００
ｒｐｍ、巻き取り軸６００は２０ｒｐｍにてそれぞれ回転する。
【００５５】
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　また、巻き取り軸６００とギア１５５の接続は、２つの封止シート５１ａ、５１ｂの内
、封止シート５１ａに近い位置で行われている。これにより、引き剥がし開始時期の設定
は、巻き取り軸６００の駆動端から遠いシート部材ほど遅く設定されている。
【００５６】
　ところで、現像室１０１ａとの間を封止シート５１ａ、５１ｂで封止して、撹拌室１０
１ｂに初期現像剤を密封保管した場合、現像装置が動作した場合に、駆動モータ５３の負
担が大きいという課題がある。封止シート５１ａ、５１ｂを取り除いていない状態で撹拌
スクリュー１０４ｂが回転し続けると、撹拌室１０１ｂから現像室１０１ａへ現像剤が移
動できないために、現像装置１００の駆動負荷が非常に大きくなる。
【００５７】
　現像剤逆送手段の一例である逆搬送スクリュー１０４ｃは、撹拌スクリュー１０４ｂの
回転に伴って開口部１０７ａが未開放の撹拌室１０１ｂの第２搬送スクリュー搬送方向下
流側に押し込まれた現像剤を第２搬送スクリュー搬送逆方向に搬送する。逆搬送スクリュ
ー１０４ｃは、開口部１０７ａ、１０７ｂを開放させて、現像剤の循環経路を形成した際
の現像剤高さよりも高い位置で現像剤を搬送可能なように、その高さ位置を設定されてい
る。発明者の実験において、逆搬送スクリュー１０４ｃの口径はφ１５ｍｍであり、スク
リュー長さ９ｍｍ以上において上記の効果が確認されている。
【００５８】
　＜初期立ち上げ制御＞
　図７は初期立ち上げ制御のフローチャートである。図８は初期立ち上げ工程における駆
動モータの負荷トルクの線図である。図９は封止シートの開き始めの説明図である。図１
０は現像剤の循環状態の説明図である。
【００５９】
　実施例１の現像装置１００では、特許文献３のように、封止部材（５１ａ、５１ｂ）を
ユーザーやサービスマンが手動で除去するのではなく、画像形成装置２００の駆動モータ
５３を用いて、自動で封止部材（５１ａ、５１ｂ）を除去する。そのため、ユーザービリ
ティの高い現像装置１００を提供することができる。
【００６０】
　図４を参照して図７に示すように、最初に、ユーザーが現像装置１００を画像形成装置
２００にセットする（Ｓ８０１）。
【００６１】
　続いて、ユーザーが操作パネル５６に初期立ち上げの指令入力を行うと、制御部５０は
、画像形成装置２００に配置された駆動モータ５３を作動させて、現像スリーブ１０２を
回転させる。上述したギア列１６０により、現像スリーブ１０２の回転に連動して、撹拌
スクリュー１０４ｂ、現像スクリュー１０４ａ、逆搬送スクリュー１０４ｃ、巻き取り軸
６００（シール部の開封動作中）が同時に回転する（Ｓ８０２）。
【００６２】
　図５の（ｂ）に示すように、撹拌スクリュー１０４ｂが回転して撹拌室１０１ｂ内で現
像剤を矢印Ａ方向に搬送する。しかし、封止シート５１ａは、まだ剥がれていない（開封
動作中で開封開始タイミングよりも駆動開始タイミングのほうが前になる）ため、矢印Ａ
方向下流側（開口部が未開放の第２室の第２搬送スクリュー搬送方向下流側）に現像剤が
集まってくる。しかし、集まってきた現像剤は、逆搬送スクリュー１０４ｃが矢印Ｃ方向
へ搬送するので、撹拌室１０１ｂ内で現像剤が縦に分かれて循環する。このため、撹拌ス
クリュー１０４ｂに過剰なトルクが発生しないで済む。
【００６３】
　図５の（ａ）に示すように、撹拌室１０１ｂ内で現像剤が循環している間にも、巻き取
り軸６００の回転によって封止シート５１ａ、５１ｂが巻き取られていく。そして、封止
シート５１ｂよりも封止シート５１ａのほうが折り返し長さが短いため、封止シート５１
ａの貼付部分が封止シート５１ｂの貼付部分よりも先に剥がれ始めて、開口部（第１開口
部）１０７ａが開封される（Ｓ８０３）。
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【００６４】
　このとき、図８に示すように、貼付を引き剥がす抵抗が加算して駆動モータ５３にかか
るトルクが最大となる（Ｓ８０３）。その後、開封された開口部１０７ａの隙間から徐々
に現像室１０１ａへ現像剤が漏れ出すが、開口部１０７ａの隙間が小さい間は、撹拌スク
リュー１０４ｂと逆搬送スクリュー１０４ｃによって現像剤が循環している。
【００６５】
　封止シート５１ａが剥がれた隙間を通じて、撹拌スクリュー１０４ｂによって現像室１
０１ａへ押し出される現像剤は徐々に増え、現像スクリュー１０４ａによって下流側へ搬
送される。
【００６６】
　図９に示すように、封止シート５１ａに遅れて、封止シート５１ｂの封止部分が引き剥
がされる状態となり、開口部１０７ｂも開封し始める（Ｓ８０４）。貼付を引き剥がす抵
抗が加算して駆動モータ５３にかかるトルクが再びピークを形成する（Ｓ８０４）。
【００６７】
　現像スクリュー１０４ａによって搬送される現像剤が開口部１０７ｂに到達する頃には
、封止シート５１ｂも剥がれ始めてしばらく経過している。このため、現像剤は、封止シ
ート５１ｂに遮られることなく現像スクリュー１０４ａから、開口部１０７ｂを通じて撹
拌室１０１ｂへ流れ込み、撹拌スクリュー１０４ｂに受け渡される。このとき、現像装置
１００内で現像剤が循環を開始する（Ｓ８０５）。
【００６８】
　封止シート５１ａが最後まで剥がれて、巻き取り軸６００に完全に巻き取り終わると、
開口部１０７ａが完全に開放された状態になる（Ｓ８０６）。少し遅れて、封止シート５
１ｂが巻き取り軸６００に完全に巻き取り終わると、開口部１０７ｂも完全に開放された
状態になる（Ｓ８０７）。
【００６９】
　この状態で、制御部５０は、現像スリーブ１０２、現像スクリュー１０４ａ、及び撹拌
スクリュー１０４ｂ、逆搬送スクリュー１０４ｃを１２０秒間回転した後に停止させる。
これにより、図１０に示すように、現像容器１０１に充填された二成分現像剤を十分に撹
拌混合して、現像装置１００の初期立ち上げは終了となる（Ｓ８０８）。なお、画像形成
ジョブがある場合には、停止しないで画像形成を開始する。
【００７０】
　現像装置１００の運転中、逆搬送スクリュー１０４ｃ及び巻き取り軸６００は、現像ス
リーブ１０２等に連動して回転している。しかし、逆搬送スクリュー１０４ｃは、撹拌室
１０１ｂの現像剤面から離れた位置で回転するため、また、巻き取り軸６００も封止シー
ト５１ａ、５１ｂを空回ししているだけなので、負荷は小さい。このため、現像スリーブ
１０２の回転や現像剤の撹拌には悪影響を与えない。
【００７１】
　＜比較例＞
　本実施例においては、逆搬送スクリュー１０４ｃを用いた初期立ち上げを説明したが、
逆搬送スクリュー１０４ｃを用いない場合、図８に破線で示すように、封止シート５１ａ
を剥がすタイミングでΔＴｍａｘのトルク差が発生してしまう。そのため、逆搬送スクリ
ュー１０４ｃを用いない場合には、画像形成装置２００側の駆動モータ５３の容量を大き
くするか、巻き取り軸６００の駆動源を別に設けることが必要になって、好ましくない。
【００７２】
　ところで、図５の（ａ）に示すように、現像装置１００内に密封状態で初期現像剤を収
納する方法として別の封止方法が考えられる。現像スリーブ１０２と現像スクリュー１０
４ａとの間を１枚の封止シートで大きく覆って現像室１０１ａと撹拌室１０１ｂとを連通
状態のまま密封する方法である。
【００７３】
　開口部１０７ａ、１０７ｂを開放して循環経路を形成した状態であれば、現像スクリュ
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ー１０４ａが回転し続けても、現像剤の圧力が局所的に高まって撹拌スクリュー１０４ｂ
の負荷を高めることはない。このため、逆搬送スクリュー１０４ｃを設ける必要がない。
【００７４】
　しかし、この場合、現像スリーブ１０２と現像スクリュー１０４ａとの間に封止シート
の通過スペースを確保する必要があり、現像スリーブ１０２と現像スクリュー１０４ａと
の間隔が実施例１よりも大きくなる問題がある。現像装置１００では、現像スリーブ１０
２と現像スクリュー１０４ａの近接化によって、出力画像の高画質化と現像剤の劣化防止
とを実現しているため、これに反する結果を招いてしまう。
【００７５】
　図５の（ａ）に示すように、現像装置１００では、現像スリーブ１０２内のマグネット
１０２ｍの磁力を利用して、現像スリーブ１０２の表面に現像剤を引き付け担持している
。この場合、現像スリーブ１０２と現像スクリュー１０４ａの距離が近接化できないと、
マグネット１０２ｍの磁力を一定以上の強さにする必要がある。マグネット１０２ｍの磁
力が強いと、現像剤の劣化が促進され、現像剤の耐久性が低下するという問題がある。
【００７６】
　また、出力画像の高画質化を達成するためには、現像装置１００の現像スリーブ１０２
と現像スクリュー１０４ａ間の距離Ｔ１をできるだけ小さくすることが望ましい。現像ス
クリュー１０４ａから現像スリーブ１０２への現像剤の供給不足が起きないように、距離
Ｔ１を小さくすることが望ましい。
【００７７】
　この点、現像スリーブ１０２と現像スクリュー１０４ａとの間に封止シートを設けてし
まうと、距離Ｔ１を小さくするのに限界がある。また、封止シートを引き剥がして除去す
る際、現像スリーブ１０２を傷付ける可能性が出てくる。
【００７８】
　＜実施例の効果＞
　図５の（ａ）に示すように、実施例１では、逆搬送スクリュー１０４ｃを撹拌スクリュ
ー１０４ｂの上方かつ、中心軸をＧ１だけ後方へずらして配置している。これにより、撹
拌スクリュー１０４ｂの上方で、巻き取り軸６００と十分なクリアランスを確保しつつ、
図１０の（ａ）に示すように、初期立ち上げが終了した状態では、逆搬送スクリュー１０
４ｃが現像剤に接触しない。
【００７９】
　実施例１では、巻き取り軸６００に巻き取るために、封止シート５１ａ、５１ｂは、厚
さ０．１ｍｍのポリエステルを含む薄板シート状の樹脂を用いた。これは、特許文献２に
示される手動引き剥がし方式の封止シートと基本的に同じものである。なお、それぞれに
用いられる材料および形状、タイミングに関しては、ここで説明するものには限らない。
【００８０】
　封止シート５１ａ、５１ｂを引き剥がす際にかかる負荷は、剥がし始めと剥がし終わり
に高くなる傾向がある。そこで、実施例１では、複数の封止シートを同時に引き剥がす場
合に、引き剥がし始め及び引き剥がし終わりのタイミングがすべて異なるように設定して
いる。これにより、巻き取り軸６００にかかる負荷ピークが分散して、駆動モータ５３に
掛かる最大負荷が軽減されている。
【００８１】
　なお、実施例１では、封止シート５１ｂの折り返し長さを封止シート５１ａの折り返し
長さよりも長くすることで、これらのタイミングを調整している。しかし、巻き取り軸６
００の軸径を封止シート５１ａ、５１ｂで異ならせ、先に引き剥したい方の軸径を大きく
することにより、引き剥がしタイミングの時間差をつけてもよい。
【００８２】
　また、封止シート５１ａ、５１ｂを引き剥がす際に、巻き取り軸６００に高い負荷か掛
かると、回転方向に捩れが発生する。このため、巻き取り軸６００の駆動端から遠ざかる
ほど封止シートの巻き取りタイミングは遅れる傾向となる。
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【００８３】
　そこで、実施例１では、ギア１５５と巻き取り軸６００の接続を、封止シート５１ａ、
５１ｂの内、先に剥がし始める封止シート５１ａに近い位置で行う。このため、巻き取り
軸６００に捩れが発生した場合でも、封止シート５１ａに対して封止シート５１ｂは必ず
遅れて剥がれ始める関係となる。このため、巻き取り軸６００の剛性が低くても、封止シ
ート５１ａを封止シート５１ｂよりも先に確実に剥がし始めることが可能である。よって
、巻き取り軸６００を金属等の剛性の高い材料だけではなく、樹脂モールド製品のように
剛性の比較的低い材料を用いた場合にも実施例１を実施できる。
【００８４】
　実施例１では、比較例で説明したように、現像スリーブ１０２と現像スクリュー１０４
ａの間に封止シートがない。そのため、図５の（ａ）に示すように、距離Ｔ１は２ｍｍで
あり、現像スリーブ１０２と現像スクリュー１０４ａ間の距離Ｔ１を十分に近付けること
ができる。これにより、初期立ち上げ時のトナー飛散を防止するとともに、出力画像の更
なる高画質化が可能となった。封止シートの引き剥がしによって現像スリーブ１０２を傷
付けることもない。
【００８５】
　実施例１では、現像室１０１ａにある現像剤は、現像スリーブ１０２内のマグネット１
０２ｍの磁力により現像スリーブ１０２へ引き付けられる。距離Ｔ１を近付けることによ
り、マグネット１０２ｍの磁力を弱めることができる。
【００８６】
　従来は、距離Ｔ１が２．５ｍｍに対して、現像室１０１ａの現像剤を現像スリーブ１０
２に引き付ける極（以下、引き付け極）のマグネット磁力が６００Ｇであった。それに対
して、実施例１では、距離Ｔ１が２ｍｍのため、引き付け極のマグネット磁力を５００Ｇ
以下にできる。磁力を弱めることにより、現像剤に対する負荷を減少させ、現像剤の劣化
を防止できる。
【００８７】
　現像剤が劣化してくると、白地部へのかぶり画像が生じる。実施例１では、マグネット
１０２ｍの磁力を弱め、現像剤の劣化を必要最小限に抑制することによって、かぶり発生
も防止する。よって、トナー飛散だけでなく、かぶりも防止し、高画質な出力画像を長期
にわたって提供できる。
【００８８】
　＜実施例２＞
　図２に示すように、現像装置１００は、起動すると直ちに現像スリーブ１０２が回転を
始めて、現像室１０１ａ内の現像剤が回転する現像スリーブ１０２に担持されてしまう。
このとき、現像室１０１ａ内の現像剤はほとんど帯電していないため、現像スリーブ１０
２に担持されたキャリアの磁気ブラシにはトナーがあまり付着しない。しかし、実際には
、ある程度のトナーが磁気ブラシのキャリアに混合しているため、現像スリーブ１０２の
回転に伴って現像スリーブ１０２からトナーが飛散することがある。
【００８９】
　また、現像装置１００では、図１に示すように、補助帯電手段の一例である補助帯電ロ
ーラ６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄを用いて転写残トナーの再利用を図っている。補助帯電手段
を有するクリーナレス構成の場合、転写効率を高めて転写残トナーを減らすことにより、
転写残トナーが補助帯電ローラや帯電ローラを汚染するのを防止する必要がある。転写効
率を高めるには、トナー帯電量Ｑ／Ｍを適切に保つことが有効である。よって、補助帯電
ローラや帯電ローラの汚染を防止するには、トナー帯電量Ｑ／Ｍを適切に保つ必要がある
。
【００９０】
　そこで、実施例２の現像装置１００は、上述したように、初期立ち上げ時には、撹拌室
１０１ｂに初期現像剤を閉じ込めた状態で撹拌混合し、ある程度まで現像剤の帯電状態を
高めた後に現像室１０１ａへ供給する。開口部１０７ａ、１０７ｂを封止シート５１ａ、
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５１ｂで封止した状態で、撹拌スクリュー１０４ｂと逆搬送スクリュー１０４ｃ
とによって撹拌室１０１ｂ内で現像剤を撹拌しつつ循環させてトナー帯電量Ｑ／Ｍを高め
ている。
【００９１】
　すなわち、第１室の一例である現像室１０１ａでは、第１搬送スクリューの一例である
現像スクリュー１０４ａが現像剤担持体の一例である現像スリーブ１０２に沿って現像剤
を搬送可能である。第２室の一例である撹拌室１０１ｂは、開口部１０７ａ、１０７ｂを
通じて現像室１０１ａに連通し、第２搬送スクリューの一例である撹拌スクリュー１０４
ｂが現像室１０１ａとは逆方向に現像剤を搬送可能である。
【００９２】
　また、封止部材の一例である封止シート５１ａは、第２スクリュー搬送方向下流側に位
置する開口部１０７ａを開放可能に封止する。封止部材移動機構の一例である巻き取り軸
６００は、封止シート５１ａを移動して開口部１０７ａを開放させる。
【００９３】
　また、現像剤逆送手段の一例である逆搬送スクリュー１０４ｃは、開口部１０７ａが未
開放の撹拌室１０１ｂで第２搬送スクリュー搬送逆方向に現像剤を搬送する。これにより
、逆搬送スクリュー１０４ｃは、撹拌スクリュー１０４ｂと共働して、撹拌室１０１ｂに
て現像剤を撹拌しつつ循環させることが可能である。
【００９４】
　そして、制御手段の一例である制御部５０は、最初に、封止シート５１ａによって開口
部１０７ａを封止して撹拌室１０１ｂに閉じ込めた初期現像剤を、撹拌スクリュー１０４
ｂと逆搬送スクリュー１０４ｃを用いて撹拌しつつ循環させる。制御部５０は、その後に
、巻き取り軸６００を制御して開口部１０７ａを開放させて現像室１０１ａ及び撹拌室１
０１ｂに現像剤を循環させる。
【００９５】
　このため、画像形成装置２００では、当初の現像室は空で、現像スクリュー１０４ａが
いくら回転しても現像スリーブ１０２に現像剤が担持されない。封止シート５１ａが引き
剥がされるまで、撹拌室１０１ｂでは、現像剤が撹拌スクリュー１０４ｂと逆搬送スクリ
ュー１０４ｃによって縦断面内で撹拌循環されて帯電する。開口部１０７ａが開放した後
に、十分に帯電した現像剤が現像室１０１ａに流れ込んで、現像剤面が高まった後に、現
像スリーブ１０２に担持される。このため、初期立ち上げ時に、最初からトナー帯電量Ｑ
／Ｍを適切に保つことができ、クリーナレス構成においても、初期立ち上げ時のトナー飛
散や、帯電ローラ等の汚染による画像不良の発生を防止できる。
【００９６】
　＜実施例３＞
　本発明は、着脱可能な現像装置のみでも効果があるが、上述した現像装置１００をプロ
セスカートリッジにすれば、トナー飛散のメンテナンスフリーであってユーザービリティ
が高いプロセスカートリッジを実現できる。
【符号の説明】
【００９７】
１　１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄ　感光ドラム
２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄ　帯電装置
３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄ　露光装置
５０　制御部、５１ａ、５１ｂ　封止シート
５２　電源、５３　駆動モータ、５４　カプリング
５６　操作パネル
１００　１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ　現像装置
１０１　現像容器、１０１ａ　現像室、１０１ｂ　撹拌室
１０２　現像スリーブ、１０２ｍ　マグネット、１０３　仕切り壁
１０４ａ　現像スクリュー、１０４ｂ　撹拌スクリュー
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１０４ｃ　逆搬送スクリュー、１０７ａ、１０７ｂ　開口部
２００　画像形成装置、６００　巻き取り軸
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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